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研究成果の概要（和文）： 
日本のアニメーションにおける善玉と悪玉の声は日本文化における良い人物、悪い人物の声の
ステレオタイプを反映すると考えられる。本研究では、研究代表者がそれまでに行った日本の
アニメにおける典型的な善玉と悪玉の声のステレオタイプの音声的な特徴記述の結果に基づき、
より多様な声を実験・分析の対象として、日本文化における様々な人物像と声の音声的特徴と
の対応を、音声学的手法を用いて記述することを試みた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Voices of heroes and villains in Japanese anime (animated cartoons) are considered to 
reflect the vocal stereotypes of good and bad characters in Japanese culture. Based on 
the descriptions of phonetic characteristics of heroes’ and villains’ voices in the 
researcher’s previous studies, the present study has attempted to better understand the 
mechanism of person perception based on auditory cues utilizing an increased number of 
anime voice samples as research materials.  
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 1,300,000 0 1,300,000 

２００８年度 1,600,000 480,000 2,080,000 

２００９年度 500,000 150,000 650,000 

年度    

  年度    

総 計 3,400,000 630,000 4,030,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学・知能情報処理・知能ロボティクス 
キーワード：音声学、言語学、印象形成、ステレオタイプ、役割語、表現豊かな音声、人物像、

ポピュラーカルチャー 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 国内外の先行研究 
我々は日常、声や話し方（声の出し方や発音
の仕方）を聞いただけで、その話し手の性格、

身体的特徴、感情などに関する印象を瞬時に
抱く。そのような印象と話し手の実際の特徴
は必ずしも一致するわけではない。それにも
かかわらず抱かれる印象は聞き手の間で驚
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くほど一致する。では、我々の判断の根拠は
いったい何なのか。それは、我々が聞き手と
して共有する声に関するステレオタイプで
あると考えられる。したがって、我々がどの
ような音声的特徴を持つ話し方を聞いてど
のような印象を抱くのかという音声に基づ
く印象形成のメカニズムを解明するには、声
のステレオタイプと音声的特徴の対応を追
究する必要がある。 
 
しかしながら、声のステレオタイプと音声的
特徴との対応に音声科学の側面から取り組
んだ研究はまだ少なかった。様々な人の属性
（年齢、性別、容姿、性格等）に関する声に
基づくステレオタイプの研究がなされてい
るものの、考慮された音声的特徴は平均的な
声の高さ、強さ、速さ、間のとり方などの大
局的特徴にとどまり、これらの音声的特徴と
聴取者の印象の相関はそれほど高くなかっ
た。これらの結果から、一つには聴取者の知
覚と相関が高い特徴が抽出できていない可
能性が考えられる他、用いている音声が素人
話者の、それほど特徴が強くない音声である
ことも考えられた。声のステレオタイプと音
声的特徴との対応をより明確にするために
は、音声に基づく印象形成において重要な役
割を果たす音声特徴がより強く現れる音声
を用いて研究することが必要であると考え
られた。 
 
(2) 研究代表者の過去の研究とその問題点 
上記を鑑みて、研究代表者の過去の研究では、
日本文化における善玉・悪玉の声のステレオ
タイプを顕著に反映する例が多いと考えら
れる日本のアニメーションにおける善玉・悪
玉の声を題材に音声分析・聴取実験を行い、
より顕著な音声的特徴の抽出を試みた。また、
声のステレオタイプを音声的に特徴づける
ために用いる音声の単位を、従来ほとんど研
究されていない「声質」（話し手が話してい
る間中多かれ少なかれ存在する特徴で、恒常
的に存在する質）とし、聞き手に一貫した聴
覚印象を与える調音特徴を導き出すことを
目指した。その結果、音声学者（研究代表者）
の内省に基づく受聴分析によって導き出さ
れた話者の「咽頭部（喉の奥）の形状」とい
う特徴が聴取者の印象と相関が極めて高い
ことがわかった。しかし一方で、問題点も指
摘された。 
 
①聴取実験で用いた抜粋、加工されたアニメ
音声の刺激数が少なく（30 未満）、結果が一
般化できるものかわからない。 
 
②研究の要となる受聴分析は客観性、再現性
に乏しくなりがちである。 
 

③題材のアニメ音声は録音環境、話者、演じ
る人物が多様で、信頼できる音響分析が行わ
れていない。 
 
２．研究の目的 
本研究では、引き続き日本文化における善
玉・悪玉の声のステレオタイプを顕著に反映
する例が多いと考えられる日本のアニメに
おける善玉・悪玉の声を題材に音声分析・聴
取実験を行い、顕著な音声的特徴の抽出を試
みることとした。その中で、以下の 2点を特
に目的とした。 
 
(1) 一般化できるデータを補う 
聴取実験の刺激音声を増やすことにより、よ
り一般化可能な声のステレオタイプと音声
的特徴の対応を導き出す。 
 
(2) 客観的なデータを補う 
客観性、再現性に乏しくなりがちな受聴分析
だけでなく、（a）機能的磁気共鳴画像診断装
置（fMRI）を用いた音声器官の生理的観察と、
（b）声質と関連のある音響分析を補うこと
により、善玉・悪玉の声の音声的特徴をより
客観的に記述する。 
 
上記のように、アニメにおける善玉・悪玉の
声に現れる日本文化における善玉・悪玉の声
のステレオタイプの音声的特徴をあぶり出
しながら、本研究では音声に基づく人物像の
知覚のメカニズムに対する理解を深めるこ
とを目指した。 
 
３．研究の方法 
(1) 聴取実験の方法 
本研究では、まず刺激音の数を増やして、研
究代表者が行ってきた聴取実験を行うこと
を目指した。聴取実験の具体的な方法は以下
のようである。 
 
①刺激音の作成方法 
まず、背景音と重ならない区間が一定時間以
上あるアニメの登場人物の音声を合計 5秒分
取り出し、250ミリ秒ごとに切り分け、元と
違う順序に入れ替え、つなぎ合わせることに
より、登場人物の発話内容をマスクした刺激
音を作成する。 
 
②聴取実験方法 
実験では被験者は登場人物の容姿、性格、感
情、声の特徴を表す形容詞句 19 項目の各項
目につき、「全くあてはまらない」から「非
常によくあてはまる」の 7段階のスケールを
用いて印象評定を行う。 
 
③本研究での改善 
研究代表者の過去の研究では、聴取実験に用



 

 

いた登場人物の音声は全部で 27 しかなかっ
たため、本研究では過去の音声 27を含め全
部で 200の音声を刺激音として用いて実験す
ることを目指した。そのために、アニメファ
ンの助けを借りながら、まず善玉と悪玉の区
別が比較的はっきりしているアニメを選択
し、背景音が重ならない音声が一定時間以上
ある登場人物の音声を電子化し保存した。そ
の上で、音声に基づく人物の印象形成におい
て重要となりそうな音声特徴（たとえばピッ
チ、フォルマント周波数、受聴分析で診断さ
れる咽頭部の形状）において様々である登場
人物の音声を選択し、聴取実験に用いるべき
であるため、収集した音声の分析を行った。
実験の準備を含め、現在もなお進行中であり、
終了し次第、結果分析、発表を行っていく所
存である。 
 
(2) fMRI を用いた音声器官の生理的観察 
①被験者 
音声器官を意識的に動かすことのできる日
本語母語話者で、研究代表者を含めた男女 2
名ずつ計 4名を被験者とした。 
 
②発話タスク 
研究代表者の過去の研究では、母音「い」を
被験者の普段の発声様式で発声したものと、
研究代表者が分類した計 4種類の発声様式
（善玉Ⅰ型、善玉 II型、悪玉 I型、悪玉 II
型）で発声したものを比較分析している。こ
の実験でもそれに倣い、被験者は fMRI の中
で背臥位を取り、各々、自分の普段の発声様
式と、4種類の善玉・悪玉の発声様式の、計
5 種類を用い、母音「い」を繰り返し発声し
た。また、「い」とは調音方法が対照的であ
る母音「あ」も用いて、上記の計 5 種類で発
声した。この撮像方法では母音を発音してい
る間の平均的な調音器官の構えしか撮像す
ることができない。しかし、善玉・悪玉を区
別する音声的特徴は静的な特徴だけでなく、
単音から単音へ移動する際の動的な特徴に
現れる可能性もある。そこで、発話タスクと
して「あい」（愛）も加え、母音「あ」から
「い」に移動する時の音声器官の観察も行う
こととした。各被験者は「あい」についても
上記 5種類の発声様式で発声した。 
 
これらの発話タスク（善玉・悪玉の型）は、
研究代表者以外の被験者にとっては普段の
生活の中で意識するようなものではなく、特
殊なものであったことが想像される。そのた
め、被験者によっては一つの発声様式の間中、
ターゲットをぶれないようにして発声する
のを困難に感じたかもしれない。このような
複雑な発声タスクであったにもかかわらず、
被験者全員から得られたデータには一貫し
た特徴が観察され、咽頭部の形状と声質の関

係を紐解くのに重要なデータを得ることが
できたと言える。今後さらなる解析を進め、
得られた知見を発表していきたい。 
 
４．研究成果 
音声に基づく印象形成は、様々な分野で関心
が持たれるテーマでありながら、分野を横断
的に広く概観した文献は研究代表者が知る
限り存在しない。そこで、上記のような実験、
観察を進める一方で、本研究では今一度、音
声に基づく人物像の印象形成に関する研究
を分野横断的に広く集め、概観することを試
みた。その過程で、現在行われている音声に
基づく印象形成に関する研究における疑問
を解決するために、人が初対面で他人に対し
て印象を抱く対人認知において普遍的な次
元であるとされる二つの次元や、対人認知で
も重要な役割を果たす顔の知覚に関する研
究で現れる次元、さらに、動物の発声に関す
る研究で導き出される次元との比較の重要
性を指摘した（学会発表①、②）。これらの
対人認知や顔の知覚、動物の発声に関する研
究の結果と比較を行うことにより、音声に基
づく人物像の印象形成に関する研究を対人
認知や動物の発声の研究と関連付け、研究分
野の関連分野との位置づけや、よりよい全体
像の把握にもつながることが考えられる。今
後、この考えを論文の形にして発表していき
たい所存である。 
 
本研究では研究代表者の過去の研究と同じ
聴取実験の手法を取って、恣意的な形容詞句
（理論的な妥当性はあるにせよ）を用いて被
験者に音声の評定をさせている。しかし、音
声に基づく人物像の研究においても、上記の
先行研究調査の過程で参照した顔の知覚に
関する研究（Oosterhof & Todorov 2008）で
の手法に倣って、自由記述によって得られる
語句から音声に基づく印象形成において有
効な語句を導き出し、それらを用いて改めて
評定をさせた結果を主成分分析などの統計
的処理にかけるのが望ましいだろう（学会発
表①、②）。また、結果が特定の刺激音や評
定項目の影響によるものでないことを確認
することも重要であろう。音声の自然性の問
題も考慮しなければならないが、刺激音とし
ては、上記のような実験がより容易に行える
よう、ターゲットとなる次元（音声的特徴）
のみを変化させた合成音を用いることも、検
討すべきだと考える。本研究のように、アニ
メで実際に善玉・悪玉の声として用いられて
いる声を刺激音として用いるだけでなく、今
後は合成音を用いた実験で、ターゲットとな
る次元を変化させた音声も刺激音として用
いることにより、音声に基づく人物像の印象
形成のメカニズムのより総合的な理解に努
めたいと考える。 



 

 

声質と印象との対応関係を音声の生成（fMRI
観察）、知覚（聴取実験）、物理的特性（音響
分析）の 3角度から総合的に、本格的に研究
された例は今までにない。本研究はまだ発展
途上であるが、本研究で得られたデータを基
に、調音と音響特徴量が結び付けられれば、
音声に基づく印象形成過程の解明への新し
い貢献となる。今後さらに本研究で得られた
データの分析を進め、結果を発表していける
よう引き続き努めたい。 
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